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点検事項 適否

1
施設の敷地（全部又は一部）が土砂災害警戒区域に指定されていることを全従業者に周知
している

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域の意味を全従業者が理解している

※土砂災害警戒区域…土砂災害が発生した場合に、住民の生命または身体に危害が生じるおそれがある区域
　 土砂災害特別警戒区域…土砂災害が発生した場合に、建築物に損害が生じ、住民の生命または身体に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　著しい危害が生じるおそれのある区域

土砂災害ハザードマップを全従業者が見て施設周辺の危険箇所を把握している

※ハザードマップには「土砂災害ハザードマップ」、「洪水ハザードマップ」、「浸水（内水）ハザードマップ」、
　 「揺れやすさマップ」があり、相模原市ホームページに掲載されています。

土砂災害の種類と前兆現象を全従業者が理解している

※土砂災害の種類には「急傾斜地の崩壊（がけ崩れ）」、「土石流」、「地滑り」があります。
※詳細は土砂災害ハザードマップに記載されています。

気象庁が発表する気象情報の種類と取るべき行動を全従業者が理解している

※気象情報の種類には「大雨注意報・洪水注意報」、「大雨警報・洪水警報」、「土砂災害警戒情報」、「大雨
　 特別警報」があります。
※詳細は土砂災害ハザードマップに記載されています。

6 気象庁が発表する最新の気象情報を入手する方法を全従業者が把握している

相模原市が発令する避難情報の種類を全従業者が理解している
また、避難準備情報が発令されたら、高齢者福祉施設等では避難行動を開始することを
理解している

※避難情報の種類には「避難準備情報」、「避難勧告」、「避難指示」があります。
※詳細は土砂災害ハザードマップに記載されています。

相模原市が発令する最新の避難情報を入手する方法を全従業者が把握している

※避難情報の入手方法には「ひばり放送」、「ひばり放送テレホンサービス」、「テレビ神奈川データ放送」、
　 「相模原市ホームページ」、「緊急通報メール」、「さがみはらメールマガジン（防災）」、「広報車」、
　 「ツイッターによる相模原市災害情報」、「神奈川県土砂災害情報ポータルサイト」があります。
※詳細は土砂災害ハザードマップに記載されています。

避難情報を受け取るためのＦＡＸ番号を相模原市に登録している

※敷地（全部又は一部）が土砂災害警戒区域に指定されている施設は、「相模原市危機管理局緊急対策課」に
　 ＦＡＸ番号を登録してください。相模原市が発令する避難情報をＦＡＸ機で受信できます。

10相模原市にＦＡＸ番号を登録しているＦＡＸ機は常に受信できる状態になっている

11 入手した各種の情報を全従業者に周知するための体制を整備している

施設として避難情報が発令された時の避難場所及び避難経路を決めている

※避難場所と避難経路を記載した地図を作成しておいてください。

施設で決めた避難場所へ避難する際の体制及び方法を決めている

※早めの避難、暗くなる前の避難が重要です。
※通所系の場合は、サービス提供を早めに終了する、又はサービス提供の開始を遅らせる等の対応も決めて
　 おいてください。
※避難する場合に従業者が参集する体制（当該施設の近くに住んでいて直ちに参集できる従業者による支援
　 体制）も決めておいてください。

8

土砂災害に対する避難体制等の自主点検書
（敷地（全部又は一部）が土砂災害警戒区域に指定されている施設用）
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点検事項 適否

土砂災害に対する避難体制等の自主点検書
（敷地（全部又は一部）が土砂災害警戒区域に指定されている施設用）

施設で屋内安全確保（垂直避難）をする場合に備えて、その体制及び方法を決めている

※鉄筋コンクリート造（ＲＣ）、鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）で２階建て以上の堅固な施設は、避難が遅れ、
　 外部へ避難することがかえって危険な場合で、２階以上の階層で急傾斜地等とは反対側に避難する方法
　 があります。

施設周辺の相模原市が開設する避難場所の位置を全従業者が把握している

※相模原市が開設する避難場所は建物の状況等に応じて変更される場合がありますので、常に最新の開設
　 状況を把握してください。

16
施設の入所者（利用者）の名前、健康状態、緊急連絡先等を常に最新の情報に更新し、か
つ直ちに確認できる状態にしている

17施設で避難場所へ避難する際に持ち出す食料及び日用品等を決めている

18被災時に備え、食料及び日用品等を３日分以上を施設内に備蓄している

19施設内で備蓄している食料の賞味期限及び消費期限を定期的に確認している

施設において情報伝達、避難（救出・誘導）訓練を定期的に実施している

※避難（救出・誘導）訓練は、火災、地震、土砂災害等の想定されるそれぞれの災害に対して定期的に実施
　 してください。

21施設で実施する情報伝達、避難（救出・誘導）訓練には全従業者が参加している

22自治会等が参加して行われる地区の避難訓練等に定期的に参加している

被災時に備え、周辺の同じサービス種別の施設等に対して支援を依頼する体制を整備して
いる

※入所者（利用者）の受け入れ、従業者の派遣など依頼する支援の内容を想定し、体制を整備してください。

※整備すべき事項はこれが全てではありませんので、建物や入所者（利用者）の
　 状況等を踏まえ、当該施設の全従業者で必要な事項を検討し、土砂災害等に
　 対して体制を整備してください。
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点検事項 適否

1 施設の敷地（全部又は一部）が浸水想定区域に該当していることを全従業者に周知している

2 浸水想定区域の種類及び意味を全従業者が理解している

洪水ハザードマップを全従業者が見て施設周辺の浸水想定区域を把握している

※ハザードマップには「洪水ハザードマップ」、「浸水（内水）ハザードマップ」、「土砂災害ハザードマップ」、
　 「揺れやすさマップ」があり、相模原市ホームページに掲載されています。

気象庁が発表する気象情報の種類とその意味を全従業者が理解している

※気象情報の種類には「大雨注意報・洪水注意報」、「大雨警報・洪水警報」、「記録的短時間大雨情報」、
　 「大雨特別警報」があります。
※詳細は洪水ハザードマップに記載されています。

5 気象庁が発表する最新の気象情報を入手する方法を全従業者が把握している

国土交通省及び神奈川県が常時提供している河川の水位等の情報を入手する方法を全従
業者が把握している

※国土交通省ホームページの「川の防災情報」、神奈川県ホームページの「雨量水位情報」で河川の水位等の
　 情報を入手することができます。

河川の水位と氾濫に関する情報の種類及び意味を全従業者が理解している

※避難の目安となる河川の水位には「氾濫注意水位」、「避難判断水位」、「氾濫危険水位」があります。
※河川の氾濫の情報には「氾濫注意情報」、「氾濫警戒情報」、「氾濫危険情報」、「氾濫発生情報」が
　 あります。

相模原市が発令する避難情報の種類を全従業者が理解している
また、避難準備情報が発令されたら、高齢者福祉施設等では避難行動を開始することを
理解している

※避難情報の種類には「避難準備情報」、「避難勧告」、「避難指示」があります。
※詳細は洪水ハザードマップに記載されています。

相模原市が発令する最新の避難情報を入手する方法を全従業者が把握している

※避難情報の入手方法には「ひばり放送」、「ひばり放送テレホンサービス」、「テレビ神奈川データ放送」、
　 「相模原市ホームページ」、「緊急通報メール」、「さがみはらメールマガジン（防災）」、「広報車」、
　 「ツイッターによる相模原市災害情報」があります。
※詳細は洪水ハザードマップに記載されています。

10入手した各種の情報を全従業者に周知するための体制を整備している

施設として避難情報が発令された時の避難場所及び避難経路を決めている

※避難場所と避難経路を記載した地図を作成しておいてください。

施設で決めた避難場所へ避難する際の体制及び方法を決めている

※早めの避難、暗くなる前の避難が重要です。
※通所系の場合は、サービス提供を早めに終了する、又はサービス提供の開始を遅らせる等の対応も決めて
　 おいてください。
※避難する場合に従業者が参集する体制（当該施設の近くに住んでいて直ちに参集できる従業者による支援
　 体制）も決めておいてください。

施設で屋内安全確保（垂直避難）をする場合に備えて、その体制及び方法を決めている

※浸水想定が２ｍ未満の地区は、避難が遅れ、外部へ避難することがかえって危険な場合で、堅固な建物は
　 ２階以上の階層に避難する方法があります。
※浸水想定が５ｍ未満の地区は、３階以上の階層に避難する必要がありますので、屋内安全確保（垂直避難）は
　 行わず、避難場所へ避難してください。
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洪水に対する避難体制等の自主点検書
（敷地（全部又は一部）が浸水想定区域に該当している施設用）
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点検事項 適否

洪水に対する避難体制等の自主点検書
（敷地（全部又は一部）が浸水想定区域に該当している施設用）

施設周辺の相模原市が開設する避難場所の位置を全従業者が把握している

※相模原市が開設する避難場所は建物の状況等に応じて変更される場合がありますので、常に最新の開設
　 状況を把握してください。

15
施設の入所者（利用者）の名前、健康状態、緊急連絡先等を常に最新の情報に更新し、か
つ直ちに確認できる状態にしている

16施設で避難場所へ避難する際に持ち出す食料及び日用品等を決めている

17被災時に備え、食料及び日用品等を３日分以上を施設内に備蓄している

18施設内で備蓄している食料の賞味期限及び消費期限を定期的に確認している

施設において情報伝達、避難（救出・誘導）訓練を定期的に実施している

※避難（救出・誘導）訓練は、火災、地震、土砂災害等の想定されるそれぞれの災害に対して定期的に実施
　 してください。

20施設で実施する情報伝達、避難（救出・誘導）訓練には全従業者が参加している

21自治会等が参加して行われる地区の避難訓練等に定期的に参加している

被災時に備え、周辺の同じサービス種別の施設等に対して支援を依頼する体制を整備して
いる

※入所者（利用者）の受け入れ、従業者の派遣など依頼する支援の内容を想定し、体制を整備してください。

※整備すべき事項はこれが全てではありませんので、建物や入所者（利用者）の
　 状況等を踏まえ、当該施設の全従業者で必要な事項を検討し、洪水等に対して
　 体制を整備してください。
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